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古
川
会
長
は
「
傲
慢
な
安
倍
政
権
を
許

せ
な
い
の
は
、
県
民
の
民
意
を
無
視
し
た 

沖
縄
辺
野
古
基
地
建
設
工
事
の
強
行
と
、 

福
島
第
２
原
発
を
廃
炉
に
し
な
い
事
だ
」
と 

政
府
を
非
難
し
、
「
近
付
い
て
き
た
参
院

選
と
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
に
向
け
て
し

っ
か
り
し
た
Ｏ
Ｂ
会
組
織
を
創
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
英
知
を
お
借
り
し
た
い
」 

と
参
加
し
た
幹
事
に
訴
え
ま
し
た
。 

   

会
議
で
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
提
起
さ 

れ
た
「
第
19
回
本
部
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
」
の 

活
動
方
針
（
案
）
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
参 

加
し
た
幹
事
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま 

し
た
。 

        

議
論
と
な
っ
た
主
な
点 

① 

選
挙
闘
争
を
担
う
若
手
組
合
員
と

の
共
同
行
動
の
現
状
に
つ
い
て 

② 

毎
年
開
催
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
別 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
交
流
を
更
に
充
実
し

て
ほ
し
い 

③ 

今
年
は
「
戦
後
70
年
」
な
の
で
、 

皆
な
で
沖
縄
に
行
こ
う 

④ 

Ｊ
Ｒ
東
会
社
は
、
退
職
者
に
対
し 

て
現
役
時
代
の
努
力
に
何
か
報
い 

 
 

る
べ
き
だ 

等
で
し
た
。 

そ
の
他
、
来
年
度
は
「
バ
ス
関
東
」
と 

「
バ
ス
東
北
」
の
退
職
者
を
Ｏ
Ｂ
会
へ
組 

織
化
す
る
取
り
組
み
と
、
過
去
３
年
間
行

っ
た
系
統
別
組
織
強
化
の
取
り
組
み
の
検

証
行
動
を
行
う
事
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
幹
事
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、 

次
回
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
三
役
会
議
の
中
で
再
検 

討
さ
れ
、
４
月
に
開
催
さ
れ
る
定
期
総
会 

の
活
動
方
針
（
案
）
に
反
映
さ
れ
ま
す
。 

   

今
回
の
幹
事
会
は
、
全
地
本
Ｏ
Ｂ
会
で 

取
り
組
ん
だ
「
た
し
ろ
議
員
激
励
と
国
会 

見
学
ツ
ア
ー
」
の
成
功
に
よ
っ
て
自
信
を 

強
め
た
幹
事
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ 

Ｂ
会
の
活
動
方
針
は
〝
俺
た
ち
で
決
め

る
〟
と
い
う
積
極
性
に
富
ん
だ
会
議
と

な
り
ま
し
た
。 
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 開催日時 

2015 年 4月 22 日（水）12 時 
 
 開催場所 

    ＪＲ東労組本部・大会議室 

＊会員みんなで総会を成功させよう！ 

 

 

 

「松崎 明著作集」（全８巻）が 

刊行されます 

ＪＲ東労組初代委員長の松崎 明

氏の多大な業績を後世に残すため

に、著作集が刊行されます 

 第 1 巻 発売中（頒価 1,500 円） 

 各地本にお問い合わせ下さい 

 

 

 

「第 9 回連合・ＩＬＥＣ幸せさがし文化展」 

作品を募集しています 

 俳句・川柳    2015 年 2 月 1 日 

            ～5月15日 

 絵画・写真・書道 2015 年 4 月 1 日 

            ～5月15日 

（いずれも未発表、オリジナルな作品に限る） 

詳しくは、本部ＯＢ会または各地本ＯＢ会まで 

お問い合わせ下さい 

 

 

 

幹事会で総会方針〈案〉を討議 

《 2015 年春・ＪＲ東労組ＯＢ会幹事会報告 》 

組織強化の検証と「戦後70年」で沖縄へ 

肌
寒
い
２
月
20
日
、
13
時
よ
り
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
大
会
議
室
で
、「
２
０
１
５
年

春
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
12
名
の
幹
事
と
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
三

役
と
奥
山
本
部
副
委
員
長
、
森
Ｏ
Ｂ
担
当
中
執
が
参
加
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
昨
年
10
月
に
幹
事
と
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
で
開
催
さ
れ
た
「
合
同
会
議
」

以
降
の
活
動
の
報
告
と
、
４
月
に
開
催
さ
れ
る
「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
第
19
回
定
期
総
会
」

に
向
け
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

       

「
皆
さ
ん
の
英
知
を
」
と 

古
川
会
長
が
訴
え
る 

 

幹
事
の
討
論
で 

方
向
性
を
つ
く
る 

挨拶する古川会長 

ＪＲ東労組本部ＯＢ会 

第 19回定期総会 
お知らせ 

 

方
針
は
俺
た
ち
で
決
め
る 



     
２
月
５
日
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、 

Ｏ
Ｂ
会
員
・
家
族
な
ど
約
70
名
で
た
し
ろ
参

議
員
と
国
会
内
で
交
流
し
ま
し
た
。 

当
日
、
参
議
院
議
員
会
館
の
会
議
室
で

昼
食
を
と
っ
た
後
、
た
し
ろ
議
員
と
の
交
流

は
始
ま
り
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「民
主
党
代
表
選
挙
で
た

し
ろ
議
員
は
リ
ベ
ラ
ル
を
推
薦
し
た
が
、
岡

田
代
表
に
な
っ
て
ど
う
変
る
の
か
」
「
初
め
て

国
会
に
来
た
が
、
組
合
推
薦
の
議
員
は
必

要
だ
」「
民
主
党
の
支
持
率
低
下
の
中
で
、
た

し
ろ
議
員
の
役
割
は
大
事
に
な
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

た
し
ろ
議
員
は
「
私
は
、
長
妻
さ
ん
を
推

薦
し
た
が
結
果
は
岡
田
さ
ん
に
な
っ
た
。
こ
の 

代
表
選
で
、
民
主
党
は
一
本
に
な
ら
な
い
と

党
の
将
来
性
は
な
い
と
思
っ
た
。
憲
法
改
正

は
、
安
倍
政
権
の
下
で
は
議
論
し
な
い
考
え

で
、
党
内
が
ま
と
ま
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
野

党
第
１
党
の
役
割
を
果
た
し
て
、
国
民
の
信

頼
を
得
る
こ
と
だ
。
」
と
述
べ
、
短
い
時
間
で 

        

 
     

 
 
 

   

     

し
た
が
交
流
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
の
後
小
雨
の
降
る
中
、
国
会
見
学
に
向

か
い
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
員
の
中
に
は
、
初
め
て 

赤
い
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
き
詰
め
た
廊
下
を
歩

く
人
も
多
く
、
「
議
場
の
装
飾
は
貴
族
院
の

面
影
が
残
り
、
時
代
の
匂
い
を
感
じ
た
」
「
修

学
旅
行
以
来
、
久
し
ぶ
り
に
国
会
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
た
」と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

国
会
見
学
後
は
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
毎
に
「
た
し

ろ
か
お
る
国
会
事
務
所
」
に 

行
き
、
そ
こ
で
Ｏ
Ｂ
会
員
と 

家
族
は
、
記
念
写
真
を
撮
り 

ま
し
た
。
大
勢
の
人
が
入
れ 

る
こ
の
国
会
事
務
所
は
、
「 

た
し
ろ
議
員
の
活
動
の
場 

所
」
で
あ
る
事
が
実
感
で
き 

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
一
年
半
後
も
「 

た
し
ろ
か
お
る
議
員
」
が
こ
の 

場
所
で
活
躍
出
来
る
こ
と
を 

誓
い
合
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。 

              

 

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
戦
後
70
年
を

迎
え
て
も
、
未
だ
に
多
く
の
米
軍
基
地
が
残
る

沖
縄
に
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
佐
喜
眞
美
術
館
と
普
天

間
基
地
が
一
望
出
来
る
嘉
数
公
園
を
見 

て
歩
き
ま
し
た
。 

二
日
目
は
名
護
市
辺
野
古
で
、

毎
日
反
対
の
座
り
込
み
行
動
を

続
け
て
い
る
テ
ン
ト
村
の
人
達

と
交
流
を
し
ま
し
た
。 

反
対
運
動
を
続
け
る
女
性
の
話 

で
は
、
「
米
軍
の
大
半
は
、
グ
ア
ム

に
移
転
す
る
の
で
代
替
施
設
は
必

要
な
い
。
日
本
政
府
が
強
引
に
推

し
進
め
る
背
景
に
は
、
自
衛
隊
の

基
地
確
保
が
あ
る
」
と
怒
り
の
言
葉

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

辺
野
古
沖
は
、
絶
滅
危
惧
種
の 

ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
息
地
で
す
。
戦
争
政
策
に

反
対
し
自
然
を
守
る
た
め
に
、
今
後
も
連

帯
し
て
闘
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
訪
問
を

終
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
糸
満
市
の
平
和
の
「
礎
」
を
訪
れ

今
回
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
） 

            

                           

 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、 

 

               

                                      

新
潟
地
本
長 

岡
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

員
で
「
ド
ン
ち 

ゃ
ん
」
の
愛
称 

を
持
つ
伊
藤
俊
男
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

愛
称
の
由
来
は
、
中
学
生
の
と 

き
遣
唐
使
の
伊
藤
ド
ン
ハ
ン
シ
ョ 

ウ
を
捩
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
の
が
、 

そ
の
ま
ま
職
場
や
地
域
で
も
馴
染
み 

に
な
り
、
今
で
も
「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」
で 

皆
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」
は
長
岡
運
輸
区
で 

乗
務
員
一
筋
で
現
役
を
引
退
し
た
後
は
、

子
供
児
童
交
流 

館
の
管
理
業
務
に
５
年
間
携
わ
り
な
が 

 

や
「
９
条
連
」
、
「
Ｏ
Ｂ
会
」
な
ど
の
活 

動
に
関
わ
っ
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し 

        

子
供
児
童
交
流
館
の
管
理
業
務
に
５
年
間 

携
わ
り
な
が
ら
、
地
元
の
町
内
会
長
と
し 

て
来
迎
寺
駅
近
く
の
地
下
道
や
歩
道
の
環 

境
整
備
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
人
望
も
厚 

   

く
と
て
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
存
在
で
す
。 

ま
た
地
元
の
長
岡
市
来
迎
寺
は
、
柏
崎 

刈
羽
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
た
め
、 

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
住
民
の
命
と
暮 

ら
し
を
守
る
た
め
の
活
動
に
力
を
注
ぎ
、「
折 

に
触
れ
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
広
め
て
い
る
」 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

     

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
人
望
の
厚
い
「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」
を 

育
て
た
の
は
、
支
部
青
年
部
長
時
代
の
活
動 

や
登
山
、
テ
ニ
ス
、
ス 

キ
ー
、
盆
栽
等
の
趣 

味
を
生
か
し
、
サ
ー

ク
ル
活
動
に
情
熱 

を
傾
け
た
時
の
経
験 

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」
こ
と
伊
藤
さ
ん
は
、
今 

日
も
地
元
の
「
ド
ン
」
と
し
て
、
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
長
岡
市
在
住
・
伊
藤
俊
男
・
68
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

新潟地本ＯＢ会 

「
ド
ン
ち
ゃ
ん
」
は
地
元
の
ド
ン 

                   

 

退職者連合は、前日の「全国事務局長会議」に続いて、2 

月１8日 10時から参議院議員会館1階講堂で、第１８９通 

常国会に向けて、「政策･要求実現に向けた2・18院内集会」 

を 280名の参加者で開催しました。ＪＲ総連ＯＢ連絡会か 

らは、東労組ＯＢ会を中心にして貨物と東海の仲間10名で 

参加しました。 

集会は野田事務局次長の司会で始まり、阿部会長は「今の 

国会に、高齢者の生活を苦しめる社会保障制度の改善を求め 

て行く」と力強く挨拶しました。 

来賓には連合の川島総合政策局長、民主党の山井衆義院議 

員、社民党の吉田党首が見えられ、それぞれの方から激励の 

言葉をいただきました。その後、平川連合生活福祉局長から 

「2015年度予算案の社会保障関連の問題点について」のお

話がありました。 

また菅井事務局 

次長から、今後の 

退職者連合の取り 

組みについての提 

起の後、集会アピ 

ールを採択し集会 

は終了しました。 

 

 

 

   
 
 

 

退職者連合は、2月17日 13時より都内の「ホテル・ 

ラングウッド」で、初の「全国事務局長会議」を開催しま 

した。 

会議には、本部役員を始め中央組織と47都道府県の地 

方組織の事務局長が参加しました。ＪＲ総連ＯＢ連絡会か 

らは、伊藤事務長（ＪＲ東労組ＯＢ会）が参加しました。 

この会議では、300万退職者連合を目指して取り組んで 

いる組織拡大の現状と、今年から季節要求を含む政策･制度 

要求運動の新たな組み立てについての報告がありました。 

しかしこの日の一番は、「退職者連合規約･規則」の改定 

についての提起でした。その内容は、退職者連合の名称変 

更や個人加盟も可能とするなど、全面的な見直しを行うも 

のになっています。今後関係する組織や機関で検討され、 

その後7月に開 

催される「第1 

9回退職者連合 

定期総会」で改 

定される予定に 

なっています。 

               

 

 

 

た
し
ろ
か
お
る
参
議
員
と
国
会
内
で
交
流
！ 

横浜地本ＯＢ会が沖縄研修！ 

政策・要求実現で院内集会！ 

横 浜 

 

活
動
活
発
！ 

退
職
者
連
合 

 
退職者連合が 
 

 初の全国事務局長会議を開く 
 


